ウエストナイルウイルス媒介蚊対策について

大阪府は、面積が小さい中に大阪空港、関西国際空港(海上空港)と大阪港等国際港を持ち、鳥類の渡りについても中継地となる池・海面があります。しかも、常に海風があってその直近に大都市がありますので、WＮFが侵入した場合の影響が極めて大きいと考えられます。

このため、大阪府は、平成15年6月の厚生労働省健康局結核感染症課長通知を受け、同年より蚊の種類・生息場所等を把握し、ＷＮＦの侵入監視を目的として、蚊のサーベイランスを開始・継続しています。

　その後、平成16年度に幼虫対策のため幼若ホルモン様薬剤の流通備蓄契約を結び、平成18年度は蚊防除対策の習熟を目的として、市町村による事前シミュレーション事業を実施し、ＷＮＦの侵入に備えて来ました。
○　ＷＮＶ媒介蚊対策シミュレーション事業について

　蚊の防除については原則市町村が実施することとなっていますが、その体制は十分とは言えない状況です。

このことから、蚊の防除について専任の駆除体制を持たない市町村に於いて、その習熟を図るために、ＷＮＦ発生を想定した事前の媒介蚊防除対策シミュレーションを実施しました。

なお、媒介蚊対策シミュレーションは成虫防除を行わず、幼若ホルモン様物質による幼虫対策としました。
1 防除シミュレーションの組織

大阪府健康福祉部環境衛生課、大阪府泉佐野保健所、泉南市が実施機関として協力し、泉南市新家地区の２自治会（計約650世帯）と衛生害虫防除関係公益法人の協力をいただきました。その役割分担は次のとおりです。

　大阪府：健康福祉部環境衛生課は、シミュレーション事業を総括して、各行政組

織・公益法人・自治会等の事業体制の確立を行った。また、報道機関への

情報提供と取材協力を行い府民啓発に努めた。

保健所は、媒介蚊対策に関する技術指導を行い、事業の実施体制を整備した。併せて、媒介蚊対策の効果判定調査を実施した。

　泉南市：危機管理担当課とともに市長以下市行政組織を横断した媒介蚊対策実施

体制の整備を行い、薬剤処理などの実務を担った。また、事業実施地区の

自治会との連絡調整を行った。

　自治会：各戸の住民に事業に関する依頼・薬剤の配布と連絡を行い、個人所有地

での一斉薬剤処理など自治会内の調整およびとりまとめを行った。

　公益法人：泉南市が行う薬剤処理を協力実施するとともに、市職員等に実務におけ

る技術指導にあたった。

2 シミュレーション事業の日程

住民実施（個人所有地）　平成１８年　８月２６日（土）、８月２７日（日）

公共域　（道路側溝等）　平成１８年　８月２８日（月）

蚊捕獲調査　事前　　　　平成１８年　８月２０日、２３日の２回

　　　　　　事後　　　　平成１８年　９月４日（火）以後２週間に１回計４回

事業のまとめの会議　　　平成１８年１０月１２日（火）

3 蚊防除の効果判定調査結果について　（参照：下図）

　　全体的には、幼若ホルモン様薬剤処理後に捕集された蚊成虫の数が明らかに減少したことや、排水ますにおける蚊幼虫の数が薬剤処理後に急減していることから、今回使用した薬剤の効果があったと考えられた。

なお、薬剤の有効期間は、１ヶ月以上続くことを想定していたが、薬剤処理後の８月３１日、９月１日に降雨があり、その影響を受けて薬剤の効果期間がやや短くなった可能性がある。
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0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

H18.8.22 H18.8.24 H18.9.6 H18.9.20 H18.10.3

ヒトスジシマカ

アカイエカ

コガタアカイエカ

シナハマダラカ

蚊小計

 　[image: image4.emf]サングリーン自治会館
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　蚊幼虫・蛹捕獲結果（排水砂溜まり）
	採取場所
	幼虫・蛹
	H18.8.24
	H18.9.6
	H18.9.20
	H18.10.4

	いずみ台
	ヒトスジシマカ
	20
	38
	0
	1

	サングリーン
	ヒトスジシマカ
	9
	56
	0
	4

	
	アカイエカ　
	1
	0
	0
	0


4 事業に関する考察

　　事業実施の体制整備は、短期間に行政内部組織の横断的人員編成だけでなく公益法人や地元住民等各種団体からも幅広い協力を得られ、今後、他地域で同様の対応を行う場合のモデルになり得る可能性をみることができた。

幼若ホルモン様薬剤は、全体的には成虫数の減少が見られたことから、一定の効果があったと考えられた。
一方、自治会役員から地域内での蚊が特に減少した実感が小さかったとの意見があった。この原因としては、成虫対策を行わなかったこと、事業区域周辺の池など発生源の対策を行っていないことが考えられる。

そもそも、蚊そのものの全滅は難しいことからウエストナイル熱発生時等においては、蚊に刺されないための各個人による対策の周知など全体的な対策についての十分な啓発が重要であると考えられた。
今後、規模を拡大した場合の問題点、異なる体制を持つ市町村や自治会の無い地域などにおける問題点など、未だ方法等の整理を要する事項は多くあります。次回以降、各市町村でのシミュレーションを通じて手法の発展を計りたいと考えております。
４　今後の課題について

行政活動は法的な根拠を前提に組み立てられます。大阪府の行政上、住居衛生対策や感染症対策は一応の確立された位置にあります。
セアカゴケグモは、法制度がない、毒性が強い、多数発見で緊急性があることから健康を守る観点で取り組まれました。しかし、セアカゴケグモは、「外来生物法」による防除対策が行われるものであるから、相談業務主体の住居衛生対策とするべき、また、他の外来有害生物にはどの程度関与するかなど整理するべき論点があります。
次に、最も重要な課題は、行政におけるねずみ・衛生動物に係る人的資源の確保です。大阪府では、経験の蓄積として具体の対策マニュアルの検討を始め、先のシミュレーション事業も開始しました。
一方、ＰＣＯ等関係公益法人との「協働」が各種報告やガイドラインに強調されています。上記の事業を実施するにあたって、訓練、災害補償、守秘義務など「協働」に関して整備しなければならない課題も認識されました。
今後、対策マニュアル作成とシミュレーションを継続しつつ、こういった課題を整備して、実効性のある「ねずみ・衛生害虫」対策を確立したいと考えております。
　最後に、これらの取り組みに積極的に協力いただきました保健所職員、市町村職員、自治会および公益法人の皆様に感謝申し上げます。特に、すべての調査にボランティアとして貴重な助言と実務協力をいただいた社団法人大阪府ペストコントロール協会の皆様に感謝申し上げます。






























































































































































































